
 

 

 

 

並列イベントを含む業務プロセスの伝票突合せアセスメント手法

の改善 
 

河本 高文 1,a) 二木 厚吉 2 吉岡 信和 3  

 

概要：著者らは，業務プロセスの伝票の突合せ状況から伝票不整合リスクを判定する伝票突合せアセスメント手法を
提案し，さらに、これまで責務分離の原則から直列順序で決定的に実行されることを前提としていた業務プロセスを，
並列イベントを含む業務プロセスに対してもアセスメントできるように拡張した．しかし，イベント順序が非決定的

な並列イベントを含む業務プロセスを議論するとき，従来の表記法では，イベントの順番を入れ替えた新しいイベン
ト順序を、タイムラインに沿って並べられるイベントの配置などによる直感的な理解に頼っており、厳密性に欠けて
いた．そこで，イベントの識別子 i とイベント順序 n を分離して導入することで，直感に頼らずとも、理解できるよ

うに，表記法を改善して提案する．これによって，並列イベントを含む業務プロセスのアセスメントをより厳密に行
うことができるようになった． 
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On improving our checking transaction documents assessment   

for business process involving parallel events 
 

Takafumi Komoto 1,a) Kokichi Futatsugi 2  Nobukazu Yoshioka 3 

 

Abstract: We proposed a method for the assessment of business processes by checking transaction documents. And we showed 

that the assessment is practicable to design and evaluate business processes for a company's internal control over financial reporting, 

and it's effective as an internal security measure on the information security. And we proposed an extended method for the 

assessment of business processes involving parallel events by checking transaction documents. In this paper we propose the strict 

elements and notation of business process diagram to assess business processes. 
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1. はじめに   

経営者は，内部統制の観点から信頼できる業務プロセス

を構築する必要がある[5][9]．信頼できる業務プロセスの構

築には専門家の知識や経験に基づく支援は有用[1][2][3]で

あるが，さまざまな取組みの中で，ひとつひとつの取組み

が何を根拠に行われているのか，客観的な根拠が示されて

いないことがある． 

そこで著者らは，公認会計士の会計監査における監査手

法の一つである伝票突合せが，業務プロセスの中にあらか

じめ組み込まれていると，取引のミスや不正のリスクを事

前に軽減できる可能性が高いので，業務プロセスの信頼性

を高めることができると判断した[4][5][10][11]．そして，業

務プロセスの信頼性の一つの基準を，「業務プロセス上で発

行される取引のすべての伝票が突合せされている」ことと

定めて，業務プロセスの伝票突合せモデルを構築し，伝票

突合せ不整合リスクを数理的に判定するアルゴリズムを示

して，この基準に沿った業務プロセスの伝票突合せアセス
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メントする手法を提案した[7][8][12][13][14][15] [16]．また，

伝票突合せアセスメント手法の業務プロセスのイベントは，

責務分離の原則から直列順序で決定的に実行されることを

前提としていたが，非決定的に実行される並列イベントを

含む業務プロセスに対応できるように伝票突合せアセスメ

ント手法を拡張した[17]． 

しかし，イベント順序が非決定的な並列イベントを含む

業務プロセスを議論するとき，従来の表記法では，イベン

トの順番を入れ替えた新しいイベント順序を、タイムライ

ンに沿って並べられるイベントの配置などによる直感的な

理解に頼っており、厳密性に欠けていた．そこで，本論文

では，イベントの識別子 i とイベント順序 n を分離して導

入することで，直感に頼らずとも理解できるように，表記

法を改善して提案する．これによって，並列イベントを含

む業務プロセスのアセスメントをより厳密に行うことがで

きるようになった． 

本論文の構成は，2 章で著者らが提案している「業務プ
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ロセスの伝票突合せアセスメント手法」を，手法で用いて

いる業務プロセスダイアグラムと伝票不整合リスク判定ア

ルゴリズムとを合わせて説明し，仕入業務プロセスに適用

した例を示す．さらに，3 章で並列イベントを含む伝票突

合せアセスメント手法を示す．そして，4 章では，イベン

トの識別子 i とイベント順序 n を分離して導入することで，

並列イベント含む業務プロセスの伝票突合せアセスメント

を直感に頼らずとも理解できるように，改善した表記法を

提案する．最後に，5 章「おわりに」で結論をまとめる． 

 

2. 業務プロセスの伝票突合せアセスメント手

法 

2.1 業務プロセスダイアグラム 

 業務プロセスダイアグラムは，企業の取引業務に伴う業

務イベントと，取引業務で発行される伝票の保管状況及び

伝票突合せをモデル化したダイアグラムである． 

 伝票突合せアセスメント手法の伝票突合せとは，取引で

発行されるそれぞれの伝票が持つ同一の項目（売上取引に

おける商品名・単価・数量・合計金額など）に相違がない

か突合せて照合することを指す．伝票に複数行の明細があ

るときは，それぞれの明細の突合せを行う．また，伝票突

合せは，伝票を受信した部門が，その受信伝票と，その部

門でそれまで保管しているすべての伝票と突合せ照合する． 

 

2.1.1 業務プロセスダイアグラムの要素と表記法 

 業務プロセスダイアグラムは，以下の要素で構成される． 

 ・「部門」：分担して作業を実施する主体． 

 ・「タイムライン」：上から下へ流れる時間． 

 ・「イベント」：決められた順序で，ある部門から他の部

門へ伝票を送受信する事象． 

 ・「作業」：伝票を受信した部門が実施する作業（省略可） 

 ・「伝票（document）」：作業の指示や，実施した作業結果

を記載したドキュメント． 

 ・「保管伝票（stored documents）」：その部門が送付，受信

した伝票． 

 ・「部門の伝票突合せ集合（vouchered documents）」：受信

した伝票と，それまでにその部門が保管していた伝票

の組 

「部門」「イベント」「伝票」「保管伝票」「伝票突合せ集合」

は，以下のように記号化して定義する．（本論文で用いる集

合は，特に断らない限り有限集合とする。） 

 ・部門 a，b，・・・ ∈ Div（Div は部門全体の集合） 

 ・イベント en (a, b) ∈ E（E はイベント全体の集合） 

：送信部門 a から受信部門 b へ伝票を送受信するイベン

トを表す．（en と省略できる） 

 ・伝票 dn ∈ Doc（Doc：伝票全体の集合） 

 ：イベント en(a, b) で送受信する伝票 

 ・部門 a の保管伝票 Sn（a） 

 ：イベント en(a, b) の後で部門 a が送受信した伝票 

 ・部門 b の伝票突合せ集合 Vn（b） 

 ：イベント en(a, b) で伝票 dn を受信した部門 b の保管伝

票 Sn（b）（Vn と省略できる） 

 業務プロセスダイアグラムの表記を，図 1 に示す． 

 

 

図 1 業務プロセスダイアグラム 

Figure 1 Business process diagram 

 

2.2 伝票不整合リスク判定アルゴリズム 

 業務プロセスダイアグラムで抽出された伝票突合せ状況

は，各部門で直接的に突合せされた伝票の集合である．伝

票突合せには，推移律（伝票：d1 と伝票：d2 が突合せされ，

かつ伝票：d2 と伝票：d3 が突合せされていると，伝票：d1

と伝票：d3 は突合せされている）が成立するので，間接的

な伝票突合せも反映する必要がある． 

 著者らは，業務プロセスダイアグラムで抽出した直接的

な伝票突合せ状況を，隣接行列（伝票突合せ行列）で表現

し，すべての伝票が突合せされているかを，数理的に判定

する業務プロセスの伝票突合せ不整合リスク判定アルゴリ

ズムを示した[6] [7]．  

 

2.3 業務プロセスの伝票突合せアセスメント手法 

 ここまでの説明を整理してまとめると，業務プロセスの

伝票突合せアセスメント手法は、次の(1)～(4)の手順から成

る． 

(1) 業務プロセスダイアグラムの作成 

 与えられた業務プロセスの流れ図や業務記述書などから，

業務プロセスダイアグラムを作成し，伝票突合せ集合 Vi を

抽出する． 

(2) 初期値の伝票突合せ行列の設定 

 伝票数 n から，n 次正方行列 T を作り（i，j）成分をすべ

て 0 とする． 

 業務プロセスダイアグラムの伝票突合せ集合 V1，V2，・・・， 

Vn 毎に，Vi の要素となっている伝票 di，dj を含んでいれ

ば，T の（i，j）成分に 1 を設定する．T の対角成分（i，
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i）は 1 とし，1 が設定されている成分（i，j）の対称成分 

（j，i）も 1 を設定する．これを，初期値の伝票突合せ行

列 T0 とする． 

(3) 伝票突合せ行列の推移的閉包の算出 

 初期値の伝票突合せ行列 T0 に，伝票不整合リスク判定ア

ルゴリズムを適用して，初期値の伝票突合せ行列 T0 の推

移的閉包を求め，伝票突合せ行列 Tn とする． 

(4) 業務プロセスの信頼性の判定 

 伝票突合せ行列 Tn の成分がすべて 1 のとき，すべての伝

票の突合せが行われており，伝票不整合リスクは低いの

で，信頼性の高い業務プロセスと判定する． 

 伝票突合せ行列 Tn の成分に 0 があるとき，突合せされて

いない伝票があり，伝票不整合リスクは高いので，信頼

性の低い業務プロセスと判定する． 

 

2.4 仕入業務プロセスへの適用 

 図 2 で与えられた仕入業務プロセスに，業務プロセスの

伝票突合せアセスメント手法を適用する．この仕入業務プ

ロセスは，調達部門から仕入先に，製品や材料が注文され，

仕入先が納入する製品や材料を，倉庫部門が受領し，倉庫

部門が調達部門に検収を上げると，調達部門から支払依頼

が経理部門へ送付され，経理部門はそれに基づいて仕入先

に支払を行い，仕入先から領収書を受け取る[4]．  

 この仕入業務プロセスの伝票突合せアセスメントの結果

は，以下のようになる． 

(1) 仕入業務プロセスダイアグラム作成（図 2） 

(2) 初期値の伝票突合せ行列（T0）設定（図 3） 

(3) 伝票突合せ行列の推移的閉包（T9）算出（図 3） 

 

 

図 2 仕入業務プロセスダイアグラム 

Figure 2 Purchase order process diagram 

 

 

図 3 伝票突合せ行列 T0，T9 

Figure 3 Voucher matrixT0, T9 

 

(4) 仕入業務プロセスの信頼性の判定 

仕入業務プロセスの推移的閉包を算出した伝票突合せ

行列（T9）の成分はすべて 1 なので，すべての伝票が突合

せされていて，伝票不整合リスクが低い，信頼性の高い業

務プロセスと判定される． 

 

3. 並列イベントを含む伝票突合せアセスメン

ト手法 

3.1 並列イベントを含む業務プロセスダイアグラム 

業務プロセスのイベント順序が，非決定的に実行される

並行イベントを含む業務プロセスの伝票突合せアセスメン

トに対応するために，まず，業務プロセスダイアグラムの

表記を拡張する．業務プロセスダイアグラムの業務フロー

領域と伝票突合せ集合領域に，破線で囲まれた「並列イベ

ント区間」要素を設けて，この区間ではイベントの順序は

非決定的とする． 

 ・「並列イベント区間」：破線で囲まれた区間のイベント

順序は非決定的で，どの順序でも実行される可能性がある． 

図 4 に示す並列イベント区間を含む業務プロセスダイア

グラムの表記においては，イベント e2，e3 が，e2→e3 の順

序で実行される可能性と e2→e3 の順序で実行される可能性

がある．一般に，並列イベント区間内に m 個のイベントが

あれば，この区間のイベント実行順序の可能性は m！通り

ある． 

 

図 4 業務プロセスダイアグラムの拡張 

Figure 4 Extending Business Process Diagrams 

 

3.2 並列イベントを含む業務プロセスの伝票突合せアセ
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スメント手法 

次に，並列イベントを含む（並列イベント区間を持つ）

業務プロセスの伝票突合せアセスメントを，以下のとおり

定める． 

並列イベント区間内のイベント数 m の，すべてのイベン

ト順序（m！通り）毎に，それぞれ伝票突合せアセスメント

（1）～（4）（2.3 節）を実施する．そして，すべてのイベ

ント順序での業務プロセスのアセスメント結果から，以下

の（5）のとおり，並列イベントを含む業務プロセスの信頼

性を判定する．  

＜並列イベントを含む業務プロセスの伝票突合せアセ

スメント手法＞ 

並列イベント区間内のイベント数：m のとき，すべての

イベント順序（m！通り）毎に（1）～（4）を実施する． 

（1）業務プロセスダイアグラムの作成 

（2）初期の伝承突合せ行列の設定 

（3）伝票突合せ行列の推移的閉包の算出 

（4）業務プロセスの信頼性の判定 

そして， 

（5）並列イベントを含む業務プロセスの信頼性の判定 

 並列イベント区間内の m 個のイベントに対して，m！

通りのすべてのイベント順序で，業務プロセスの信頼性が

高いと判定されたとき，すなわち，推移的閉包を算出した

伝票突合せ行列のすべての成分が 1 のとき，その並列イベ

ントを含む業務プロセスは，伝票不整合リスクの低い，信

頼性の高い業務プロセスと判定する．あるイベント順序に

おいて，信頼性が低いと判定されたとき，すなわち，推移

的閉包を算出した伝票突合せ行列のある成分に 0 が残ると

き，伝票不整合リスクが高い，信頼性の低い業務プロセス

と判定する． 

 

3.3 並列イベントを含む仕入業務プロセスへの適用 

前節で提案した並列イベントを含む業務プロセスの伝

票突合せアセスメント手法を，図 5 で与えられた並列イベ

ントを含む仕入業務プロセスに適用する．この仕入業務プ

ロセスの並列イベント区間には，イベント「e4：入庫報告」

と「e5：受領報告」の 2 つのイベントがあり，イベントの

実行順序は e4→e5 と e5→e4 の（2！）の可能性がある． 

 

 

図 5 並列イベントを含む業務プロセスダイアグラムの 

業務フロー領域 

Figure 5 Business process diagram with parallel events 

 

このとき，並列イベント区間でのイベント順序 1）e4→e5，

2）e5→e4 それぞれの伝票突合せアセスメントを実施する．

（図 6，図 7）その結果，いずれのイベント順序でも推移的

閉包を算出した伝票突合せ行列のすべての成分が 1 で信頼

性が高い判定される． 

そのため，並列イベントを含むこの仕入業務プロセスは

信頼性が高いと判定された． 

 

１）並列イベント区間（e4→e5）のアセスメント 

 

伝票突合せ行列（初期値→推移的閉包） 

 

図 6 並列イベント区間（e4→e5）のアセスメント結果 

Figure 6 Results of the assessment（e4→e5） 

 

２）並列イベント区間（e5→e4）のアセスメント 
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伝票突合せ行列（初期値→推移的閉包） 

 

 図 7 並列イベント区間（e5→e4）のアセスメント結果 

Figure 7 Results of the assessment（e5→e4） 

 

4. 並列イベントを含む業務プロセスの伝票突

合せアセスメント手法の改善 

4.1 並列イベントを含む業務プロセスダイアグラム 

 これまでの業務プロセスダイアグラムの要素の表記法に

おいて，イベント en は，イベント順序 n とイベント識別子

n を同じ n で表現していたため，イベントの順番が非決定

的な並列イベントを含む業務プロセスを議論するとき，イ

ベント en はイベント順序 n 番目のイベントを指していて，

順番を入れ替えた新しい順序を明示できない不都合があっ

た．この不都合は，これまでタイムラインに沿って並べら

れるイベントの図の中の配置による直感的な理解に頼って

いたが，厳密性に欠けるもので問題がある．そこで，イベ

ント順序 n とは別に識別子 i を導入して，n 番目に実施さ

れる識別子 i のイベントを einと表現して，イベント順序の

入れ替えによるイベント識別のあいまいさを解消した．こ

れに伴い業務プロセスダイアグラムの要素と表記法の全体

を見直して改善を図った． 

 

4.1.1 業務プロセスダイアグラムの要素と表記法の見直し 

 イベント識別子 i を導入して，業務プロセスダイアグラ

ムの構成要素や表記を見直し，以下とおりに改善した． 

 ・「部門」：分担して作業を実施する主体． 

 ・「タイムライン」：上から下へ流れる時間． 

 ・「イベント」：ある部門から他の部門へ伝票を送受信す

る事象． 

 ・「伝票（document）」：作業の指示や，実施した作業結果

を記載したドキュメント． 

 ・「作業」：伝票を受信した部門が実施するタスク（省略

可） 

 ・「並列イベント区間」：イベント順序が非決定的で，ど

の順序でも実行される可能性がある破線で囲まれた

区間． 

 ・「保管伝票（stored documents）」：その部門が送付，受信

した伝票． 

 ・「部門の伝票突合せ集合（vouchered documents）」：受信

した伝票と，それまでにその部門が保管していた伝票

の組 

「部門」「イベント」「伝票」「保管伝票」「伝票突合せ集合」

は，以下のように記号化して定義する．（本論文で用いる集

合は，特に断らない限り有限集合とする。） 

 ・部門 a，b，・・・ ∈ Div（Div は部門全体の集合） 

 ・識別子 i ∈ I（I は添字集合）：構成要素を区別する 

 ・イベント順序 n ∈ N（N は自然数） 

 ：イベントの番号，それまでのイベント個数を表す． 

以下，イベント順序が n 番目のとき， 

 ・イベント ein (a, b, din) ∈ E（E はイベント全体の集合） 

：イベント順序が n 番目の時，送信部門 a から受信部門 

b へ伝票 dinを送受信するイベントを表す． 

（einと省略できる） 

 ・伝票 din（伝票名） ∈ Doc（Doc：伝票全体の集合） 

 ：イベント einで送受信する伝票 

（dinと省略できる） 

 ・部門 a の保管伝票 Sn（a） 

 ：イベント ei
n の後で部門 a がイベント順序 n までに送受 

信した伝票 

 ・伝票突合せ集合 Vn 

 ：イベント einで伝票 dinを受信した部門の保管伝票 Sn（a）

（Vnと省略できる） 

 

 図 8 は，イベント順序 2 番目，3 番目の区間が並列イベ

ント区間で，s，t をイベント順序すると，イベント e2
s，e3

t

が s=2，t=3 で実行される可能性と，s=3，t=2 で実行される

可能性があることを示す．ただし，保管伝票と部門の伝票

突合せ集合は，便宜上，イベント順序 s，t がそれぞれ s=2，

t=3 の結果を表記している． 

 

 

- 1090 -



 

 

 

 

 

図 8 業務プロセスダイアグラムの見直し 

Figure 8 Strict business process diagram 

 

4.2 並列イベントを含む仕入業務プロセスへの改善され

た表記法の適用 

前節で改善した業務プロセスダイアグラムの要素と表

記法を，再度，図 9 で与えられた並列イベントを含む仕入

業務プロセスに適用する．この仕入業務プロセスの並列イ

ベント区間には，イベント「e4
s：入庫報告」と「e5

t：受領

報告」の 2 つのイベントがあり，イベントの実行順序は s=4，

t=5 の可能性と，s=5，t=4 の可能性がある．以前の表記法で

は，イベント順序が 4 番目と 5 番目のイベントを e4→e5の，

e5→e4 ように並べて，「e4：入庫報告」と「e5：受領報告」の

実行順序を目視で直感的に理解することを求めており，誤

解を招く恐れがあったが，改善された表記法でこれを解消

した． 

 

図 9 並列イベントを含む業務プロセスダイアグラムの 

業務フロー領域 

Figure 9 Business process diagram with parallel events 

 

このとき，並列イベント区間でのイベント順序 s, t がそ

れぞれ 1）s=4，t=5，2）s=5，t=4 の伝票突合せアセスメン

トを実施するのは同様である．（図 10，図 11）また，イベ

ント順序 n を導入することで，イベント順序が n で送受信

される伝票 di は din と表記され，伝票 di の送受信される順

序が明確になった．また，伝票突合せ行列の行・列に並ぶ

伝票 din もイベント順序 n の順番に並べられ，これまでの

表記では，並列イベント区間で伝票 diの順序が明示無しで

入れ替わることがあったが，その違和感を解消できた．ア

セスメント結果自体は，いずれのイベント順序でも推移的

閉包を算出した伝票突合せ行列のすべての成分が 1 である

ことに変わりないので，信頼性が高い判定される．この並

列イベントを含むこの仕入業務プロセスは信頼性が高いと

判定されるのは，先の結果と同様である． 

 

１）並列イベント区間（イベント順序 s=4，t=5）のアセスメント 

 

伝票突合せ行列（初期値→推移的閉包） 

 

図 10 並列イベント区間（s=4，t=5）のアセスメント結

果 

Figure 10 Results of the assessment（s=4，t=5） 

 

２）並列イベント区間（イベント順序 s=5，t=4）のアセスメント 
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伝票突合せ行列（初期値→推移的閉包） 

 

図 11 並列イベント区間（s=5，t=4）のアセスメント結

果 

Figure 11 Results of the assessment（s=5，t=4） 

 

5. おわりに 

 著者らは，責務分離の原則からイベントが直列順序で決

定的に実行される業務プロセスを対象として，伝票突合せ

アセスメント手法を提案していたが，業務プロセスの中に

はイベントの順序を確定しなくても良い場合や，順序を確

定するのが難しい場合があり，並列イベントを含む業務プ

ロセスにも対応できるように伝票突合せアセスメント手法

に拡張した． 

しかし，イベント順序が非決定的な並列イベントを含む

業務プロセスを議論するとき，従来の表記法では，イベン

トの順番を入れ替えた新しいイベント順序を、タイムライ

ンに沿って並べられるイベントの配置などによる直感的な

理解に頼っており、厳密に議論する基盤が欠けていた．そ

こで，本論文では，イベントの識別子 i とイベント順序 n

を分離して導入することで，イベントの入替えが生ずる並

列イベントに対しても，直感に頼らずに議論できる表記法

を提案した．これによって，並列イベントを含む業務プロ

セスのアセスメントについて，より厳密に議論できるよう

になった． 

 

 謝辞 本論文の作成に，温かいご支援をいただきました，

蛭川元晴さん，鳥光淳子さんに感謝いたします．また，

CSS2021 の論文に対して有益なコメントをいただきました

方々に感謝いたします．  

 

参考文献 

[1] 清水惠子，中村元彦： IT 専門家のための目からウロコの内

部統制，税務経理協会(2007)  

[2] 丸山満彦，亀井将博，三木孝則： 統制環境読本，翔泳社

（2008） 

[3] 佐々野未知： 内部統制の入門と実践，中央経済社（2006） 

[4] 金児昭： ビジネスゼミナール会社経理入門，第 3 版，日本

経済新聞社（2001） 

[5] 山浦久司： 会計監査論，第 2 版，中央経済社（2002） 

[6] T.コルメン，C.ラザソン，R.リベスト，C.シュタイン： ア

ルゴリズムイントロダクション［第 2 巻］，第 3 版，近代科学社

（2012） 

[7] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 業務プロセスの品質の判

定法，情報処理学会論文誌 56(9) 1794-1800 (2015） 

[8] Takafumi Komoto, Kokichi Futatsugi, Nobukazu Yoshioka : 

Assessing Business Processes by Checking Transaction Documents for 

Inconsistency Risks,Proceedings of the sixth International Symposium 

on Business Modeling and Software Design, Science and Technology 

Publications, pp.39-45, ISBN:978-989-758-190-8 

[9] 企業会計審議会： 財務報告に係る内部統制の評価及び監査

に関する実施基準 (2011） 

[10] 経済産業省： システム管理基準 追補版（財務報告に係

る IT 統制ガイダンス） (2007） 

[11] 経済産業省： システム管理基準 追補版（財務報告に係

る IT 統制ガイダンス）追加付録 (2007） 

[12] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 部門ごとの伝票突合せを

反映した業務プロセスの信頼性のアセスメント手法，情報処理学

会論文誌 59(9) 1699-1708 (2018） 

[13] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 業務プロセスの伝票不整

合リスクの改善手法，情報処理学会論文誌 60(9) (2019） 

[14] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 業務プロセスの信頼性の

アセスメントツール，Computer Security Symposium2017 23-25 

October2017（1280-1287） 

[15] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： イベント割込みによる業

務プロセスの伝票不整合リスク改善手法，情報処理学会論文誌

61(9) (2020） 

[16] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 業務プロセスの伝票突

合せアセスメント手法の適用事例研究，情報処理学会論文誌

62(9) (2021） 

[17] 河本高文，二木厚吉，吉岡信和： 並列イベントを含む業

務プロセスの伝票突合せアセスメント手法の提案，情報処理学会

コンピュータセキュリティシンポジウム 2021 

 

- 1092 -

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

